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市民活動センター「元気通信」 発刊に当たって

市民活動センターは、「元気な入間まちづくり
基本条例」に基づく市民活動の拠点として、平成
16年 4月に旧保健センターの建物を再利用して
設置され、同時に中間支援推進市民組織も準備会
として発足しました。1 年間の活動経験を経て、
この準備会を母体としてまちづくりサポートネ
ット元気な入間（以下、まちサポネット元気）が
平成 17 年 6 月に発足し、入間市とのパートナー
協定を結んで、まちづくり市民活動団体等に対す
る中間支援組織として活動しています。

まちサポネット元気は、平成 18 年 4 月から市
民活動センターの平日昼間の窓口対応を行うな
ど、団体活動支援事業（市民活動センターの窓口
対応業務、情報提供業務、団体交流業務）、市民
活動相談事業（一般相談業務、情報相談業務）、

講座事業（団体向けの実践的な研修）、委託事業（協
働によるまちづくりのための事業）などの市民活
動センターにかかわる入間市との協働事業を行っ
ています。
この度、こうした市民活動支援の一環として、市
民活動センター「元気通信」を発刊することにな
りました。市民活動センター「元気通信」は、市
民活動センターで行われる様々なイベントなどの
開催のお知らせやその結果報告、市民活動センタ
ー登録団体の活動の紹介など、「元気な入間」のま
ちづくり推進について、タイムリーでホットな市
民活動情報を発信していきたいと考えています。
市民活動センターのホームページとあわせて活用
していただきますようよろしくお願いします。

センター窓口の業務体制等について

で気持ち良く使える市民活動センターとなるよう
努力したいと思います。

スタッフの勤務は、平日、午前８時３０分から午
後５時までの間ですが、センターの利用時間は、休
平日とも午後９時 30 分までとなっています。

センターの窓口業務は、昨年からまちサポネ
ット元気のスタッフが担当しており、活動室や
印刷室の予約受付、利用管理、利用状況の記録、
市民活動にかかわるポスターやチラシ等の展
示、情報提供などの窓口対応をしています。

これまでに、「会員募集のポスターを掲示した
いのですが」、「ホームページを更新したいので
すが」、「イベントのチラシを置かせていただけ
ますか」といった、活動団体の皆さんからの相
談が数多く寄せられています。

これからも活動団体の皆さんにとって、便利

★★★ 今年度のスタッフは、以下のメンバーが交代で担当します。★★★

大杉です 佐藤です 吉澤です 木内＆渡部です
月曜日担当です。

団体の皆様と情報の共有や
交流を深めたいと思います。

火曜日担当です。
気軽に声をかけて下さい。

パソコン関連でも OKです。

水曜日･木曜日担当です。
太鼓の事なら何でも聞い
てください。

金曜日担当です
二人で交代して担当します。時折、
代打で久保庭さんも担当します。

012007.09.15

入口右側の
<ミーティングルーム>
空いていれば予約な
しで、いつでも誰でも
使用できますよ。
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市民活動センターでは、現
在好評実施中の「情報発信お
助け隊」に加えて、市民活動
に関する一般相談（無料）を
9 月から開始します。

市民活動団体のみなさん、
まちづくりに関心のある市
民のみなさん、是非ご利用く
ださい。

日 時： 毎月第 2 木曜日 午後 3:00～5:00
予 約： 市民活動センターにおいて相談希望者の事前予約を受けます。

また、予約をしていない場合でも、相談日当日に空き時間が
ある場合には、相談を受けます。

相 談 員 : 犬塚裕雅（まちサポネット元気スタッフ）
（認定資格：プロジェクトマネジメント・スペシャリスト）

相談内容： 市民活動を始めるにあたっての相談
市民活動の紹介・仲介を希望する相談
市民活動団体(NPO 法人含む)の設立･運営･活動に関する相談
その他、元気な入間のまちづくりに関する相談

昨年から実施している情報発信お助け隊は、今年もセンタ
ー窓口において、継続実施中です。（もちろん、無料です。）

日 時：毎週火曜日 午後 3:00～5:00
予 約：上記一般相談と同様、電話かメールでお願いします。
相 談 員：渡部、佐藤、宮越

（まちサポネット元気スタッフ）
相談内容：ブログやホームページづくり、

パソコンによるチラシやポスターづくり
その他パソコンやインターネットに関する相談

※情報発信お助け隊の様子は、
市民活動センターホームページの「運営日記」をご覧下さい。

“新企画”市民活動に関する一般相談 始まる

“人気の”情報発信お助け隊 継続中

＜連絡先＞
電話：04-2964-2511 Fax：04-2964-2519 ｅ-mail：shimin@ictv.ne.jp

＜印刷室＞ ＜プロジェクター＞ ＜マイク＞ ＜コピー機＞

印刷機、丁合機、作業台があります。
使用料は、製版代５０円/１枚、
印刷代は、印刷枚数×１円
（１０円未満切捨て）です。

無償にて貸し出し。
但しパソコンは持参下さい。
（インターネット環境なし)

活動室の予約時に申し込んで下さい。

使用料
10 円/1 枚

事務室で使用の申
請をして下さい。

※詳細については、市民活動センターホームページの「施設案内」をご覧下さい。

センター登録団体は利用できます
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このコーナーでは、市内で活動する団体の皆さんに登場いただき、活動内容やイベント情報の提供をしています。

いるま子育て情報発信隊
代表：関谷敦子 TEL/FAX 04-2966-2262
〒358-0021 埼玉県入間市高倉 1-1-11
E-mail: atsu-sky@ictv.ne.jp

―原動力は、「欲しいものがなかったら、自分たちで
作っちゃえ！」という大胆でワクワクするチャレンジ
精神ですー

「いるま子育て情報発信隊」は、平成 16 年度のい
るま生涯学習フェスティバルでの取り組みをきっかけ
に発足した団体で、現在 14 名で活動しています。

月に一度の定例会のほか、取材・編集作業の時期に
は、担当により個々のスケジュールで動き出します。
まだ、赤ちゃんがいる若いお母さんから、もう成人の
いる気の若いお母さんまでのオトナ異年齢集団です。
（メンバー募集中）

子育ては、人間にとってとても大切な“しごと”で
すが、お金を稼いだり、キャリアを積んだりする“仕
事”と違って、評価されにくい行為です。本来、評価
される必要はないはずのものですが、子ども時代から
ずっと評価されて育ってきた世代の母親は、つい、与
えられた任務をこなして評価を得るような視点で子育
てを捉えてしまい、「子どもの育ち＝自分の評価」と感
じてしまうのです。

また「自分だけが社会とつながっていない」と感じ、
取り残されて寂しいと感じたりします。子どもと一緒
にいる“ゆったりたっぷりと流れる時間”は、その時
しか味わえない「至福の時間」でもあるのですが・・・。

わくわくマップ２を製作するにあたって、子育てに
対する思いをみんなでいっぱい出し合いました。「子ど
もといるからできることがある」「自分自身の時間が取
れない」「自分の育児が正しいのか不安」「子育てがつ
らい」などなど･･･たくさんの思いがみんなの心からあ
ふれ出てきました。「子どもと暮らすってケッコウ楽し

い…かも（ ）」というサブタイトルは、一つひとつの
言葉にそんなみんなの思いが詰まっています。その上
で「子どもといる生活を楽しもうよ」というメッセー
ジが込められています。

6 月 23 日（日）市民活動センター登録団体交
流会が開催され、真夏を思わせる暑さの中、25
団体の 35名と自治文化課2名の計 37名の方が
参加されました。

４班に別れて行なわれた茶話会では、各団体の
紹介や活動計画及び活動上の悩みなどが話し合
われました。

各班の意見を集約すると、交流会の「開催回数
を増やす」、「平日の夜間の開催」、「活動部門別（福
祉系、環境系、子育て系等）交流会の開催」、「開
催時期と内容の早めの告知」等の意見が出されま
した。

参加者アンケートによると「共通の問題点の多
さに驚いた」、「活動団体の横のつながりが必要」、
「活動分野が異なっていても企画や宣伝等で参考
になった」、「他の団体の話を聞くことが出来て有
意義であった」等の感想が出されました。

自治文化課から「コピー機が一枚 10 円で利用
できること」と「センター内での飲食については、
ミーテングコーナーにおいての、子どものおやつ
と午前午後を通しての利用者の昼食は可能としま
す。ただし、飲食を目的とする各部屋の使用は認
めておりません。」との新たな利用上の説明があり
ました。

活動団体紹介

６．２３ 市民活動団体交流会 が開催されました。

この 8 月には、まちサポネ
ットの方々のご協力で「わく
わくマップ２－ブログ版」
http://irumap.seesaa.net/
ができました。

「マップ２」がネット上で
見られるようになったこと
で、さらに多くの人の手にわ
くわくマップが届き、子ども
と暮らすってケッコウ楽しい
カモ！と感じてくれたら幸い
です。
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◆9｡20 福祉系・市民活動団体交流会の開催
６月の市民活動センター登録団体の交流会にて、福祉関係に関わる登録団体の交流をさらに深めるご

提案が寄せられました。複数の団体の皆さんと検討した結果、福祉系の活動団体交流会を開催すること

になりました。ぜひ、ご出席いただきますようご案内申し上げます。
日 時：平成１９年９月 20 日（木） 午後７:00～８:３0

場 所：市民活動センター 活動室１（３階）
対 象：市民活動センター登録団体で福祉系活動団体

※当日は活動予定などのチラシ、パンフレットもご用意ください。
内 容：グループ交流会
参加費：無料
申 込：９月１９日(水)までに、市民活動センターへ電話か Fax 又は E-mail で。

◆9｡29 団体の底力アップ実践講座
昨年度実施し好評だった団体の底力研修講座のバージョンアップ版です。
第 1 回目は活動団体の有望な資金源である「寄付」をテーマにします。たくさんの寄付を集めること

は、取組んでいる活動を多くの人たちに理解し共感してもらうことと同じことです。でも寄付は黙って
いるだけでは集まりません。集めるコツがあるのです。この人に相談すれば必ず寄付が集まる！増える！
と評判の寄付集めの師匠を講師に迎えます。奮ってご参加ください。

テーマ：寄付「あしながおじさんの見つけ方」
日 時：平成 19 年 9 月 29 日（土） 午後 1:30～2:30

会 場：市民活動センター 活動室１（３階）
講 師：鵜尾雅隆氏（ファンドレイジング道場代表 http://dojo.livedoor.biz/）
対 象：市内の活動団体
定 員：50 人
参加費：200 円
申 込：9 月 26 日（水）までに、市民活動センターへ電話か Fax 又は E-mail で。

■次回以降の予告
回 予定月 講師 テーマ 内容

第２回 平成 19年
12 月

牟田静香氏
（NPO 法人 男
女共同参画おお
た理事）

チラシで
100 倍人を
集めるコツ

たかがチラシ、されどチラシ。
チラシには広報の戦略と戦術が凝縮。
チラシづくりの実習で人集め力をモノ
します。

第３回 平成 20年
２月

庄嶋孝広氏
（市民社会パー
トナーズ代表）

逆説
2・8 の法則

元気だった活動が停滞気味。会員どう
しのコミュニケーション不足を解消
し、実働会員 8 割の組織へ変身するコ
ツをワークショップでモノにします。

センターからのお知らせ

http://machisapo.web.infoseek.co.jp/
編集・発行／まちづくりサポートネット元気な入間（市民活動センター内）

森の音楽隊がセンターに再来場しています。只今、ジャズ演奏中？
（NPO 法人加治丘陵山林管理グループ作です。）


